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8.8 %

知っておきたい！ 
通常学級における特別支援教育

▶ 今、教育現場で起きていること

▶ 実態把握（アセスメント）をしてみましょう

1

　通常の学級に在籍する「学習面または行動面で著し
い困難を示す」子どもの割合は、この数年間で増加の傾
向にあります。背景には、特別支援教育の理解が広がり、
今まで見過ごされてきた子どもたちへの個別最適な学び
のための、さらなる支援や配慮が求められてきたことがあ
ります。これは大きな変化であり、全ての先生がたが直面
している課題です。
　インクルーシブな学びを進めるために、まずは先生自
身の「思い込み（バイアス）」がないかを多面的・多角的
な視点で見つめ直してみましょう。そして、誰一人取り残す
ことなく、一人一人に合った学びを支える支援や配慮、
授業づくりについて考えていきましょう。

●子どもの学習上の困難の原因を、
環境ではなく本人のやる気や
能力の問題だと考えること。

●支援や配慮を必要とする
子どもへの個別の対応を、

「特別扱い」や「不公平」だと考えること。

インクルーシブな学びを遠ざけるバイアスの例

　効果的なサポートをするには、表面的な「困った行動」
や「学習の遅れ」に対応するだけでは不十分です。その
行動や困難を引き起こしている根本的な要因を深く理解
するための、丁寧な実態把握がとても大切です。

　これらの情報を整理して、具体的な支援や配慮を考え
てみましょう。

実態把握に必要な三つの視点
その子の知的発達、認知特性、感覚・
運動特性、情緒面など個人の特性：

その子を取り巻く学習環境、人間関係、
家庭環境など環境要因：

子どもがその行動を起こすことで求め
ている、または得たいことなど行動の理由：

気になる言動の
「なぜ？」がわかる
ABC分析の活用

　気になる言動の背景要因がなかなか見えない場合には、それらの言動の見取りや子どもとの
関わりをとおして得た気づきをもとに、分析をしてみましょう。分析方法にはさまざまなものがあり
ますが、その一つに「ABC分析」があります。
　「ABC分析」では、【Behavior：行動】の前後にある【Antecedent：先行事象】や

【Consequence：結果】をあわせて記録します。それらを整理・分析することで、困った行動の背
景を客観的に探ることができ、本質的で具体的な支援を考えるための大切なベースになります。

POINT!

出典：文部科学省「通常の学級に在籍する
特別な教育的支援を必要とする児童生徒に
関する調査結果」（令和４年）

通常学級に在籍する
特別な教育的支援を必要とする
児童生徒の割合（小・中学校）

行動面の
困難

学習面または
行動面の困難

さまざまな認知特性の例

学習面の
困難

4.7 %

6.5 %
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　直接的な行動などを通じて、子どもの活動や生活を「手助
けすること」です。本人の能力そのものを伸ばすことを目的とし
ており、子ども自身へアプローチします。 （例：困っている子に
声をかけ、一緒に取り組む）

　子どもの気持ちや立場、状況を思いやって、環境を整えたり、
態度を工夫したりすることです。子どもにとっての障壁を取り除
くことを目的としており、環境や条件を調整します。 （例：総ルビ
の教材やプリントを使用する）

　先生の授業デザインの工夫や指導が中心です。
「視覚化」「焦点化」「共有化」などが具体的な指導
技術として挙げられます。授業UDは、一度の実践で
終わらず、PDCAサイクルでの授業改善やカリキュラ
ムマネジメントと一体となって継続的に行われます。

　子ども一人一人の学び方に合う、進め方の提示や
選択が中心です。事前に、❶情報の理解（認知）、
❷学習への取り組み方や表現、❸学習への動機づ
けのための多様な選択肢を準備し、子ども自身が選
択できるようにすることで、子どもの主体性を大切に
した、個別最適な学びの実現を目ざします。

それぞれの目的や方法の違いを理解したうえで、その子の実態に応じて柔軟に選択したり、組み合わせたりしましょう。

“支援”って、どういうこと？ “配慮”って、どういうこと？ 

▶ 誰一人取り残さない！ 個別最適な学びにつなげるユニバーサルデザイン
　子どもの「困っている理由」や「どんな環境なら安心して学
べるか」が見えてきたら、教室や授業の枠組みをデザインしま
しょう。ユニバーサルデザイン（UD）とは、全ての子どもの多様
なニーズをあらかじめ想定し、障がいの有無にかかわらず誰
もが安心して学びやすい環境を事前に整えておくための考え
方です。この考え方に基づき、授業の目標や教材、支援・配慮
を柔軟にデザインし、学級や学校全体で教育環境等を構築し
ていきます。
　「授業のユニバーサルデザイン」は先生による学習環境の
整備に、「学びのユニバーサルデザイン」は子どもの主体性や
自己決定に主眼を置いています。それぞれ手段は異なりますが、
目ざす目標は同じ「障がいの有無にかかわらず全ての子ども
たちに学びを届けること」です。二つの視点を大切にして、授
業を組み立てていきましょう。

授業UD： 授業のユニバーサルデザイン

UDL： 学びのユニバーサルデザイン

学びを共有し合い、考えを広げること

学習内容などの情報を視覚的に示し、
見てわかるようにすること

学習のめあてや活動内容を絞って
シンプルに示すこと

視覚化：

　ICTを活用し、聴覚優位の子どもが読み上げ機能を
利用したり、視覚優位の子どもが動画や画像などのマル
チメディア資料にアクセスしたりできるようにする。

多様な選択肢の例：

焦点化：

共有化：
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　合理的配慮とは、障がいのある人が他の人 と々平等な機会
をもてるよう、社会的な障壁（バリア）を取り除くために必要か
つ適切な変更や調整を行うことです。変更や調整の内容は、
先生と子どもだけでなく、保護者や学校とも合意形成を図った
うえで決められることが望ましいとされています。これは、一人一
人に合った学びを保障し、インクルーシブ教育を具体的に進め
ることにつながります。
　子どもから意思表明があった場合には「わがまま」と捉えな
いことが大切です。意思表明の背景には、 自己理解の未熟さ
や、伝えることへの心理的な不安、あるいは語彙不足による表
現や表出の難しさなどが隠れているかもしれません。子どもとの
丁寧な対話をとおして背景要因を探ったり（→p.２）、先生のほ
うから選択肢を提示したりすることも大切です。
　障害者差別解消法※では、障がいのある人とない人が互い
を尊重し、ともに生きる社会の実現を目ざしています。この法律
は、障がいを理由とした「不当な差別的な扱い」を禁止すると
ともに、「合理的配慮の提供」を求めています。

※正式名称：障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律

合理的配慮を受けることは、子どもが本来の力を発揮し、
ともに学んでいくための正当な権利です。

　気持ちや考えを伝えるための
語彙が思いつかない（それにより
複数の気持ちの整理が難しい）こ
とや、表情や態度での伝え方が
わからないことがあります。

　語彙力不足や言葉での意思
伝達の難しさから、伝わらないこ
とで不適切な言動につながって
しまうことがあります。

　「すごい！」「なるほど！」「おもしろ
い」などの言葉と表情イラストを組み
合わせたカードを準備し、気持ちを表
現することを助けます。

　先生が子どもとやりとりしながら、気持ちや
考えを引き出し、ミニホワイトボードなどを活
用して箇条書きにして提示します。伝えたい
思いを一緒に確認して整理しましょう。

大切にしたい、
道徳科での合理的配慮2

「ユニバーサルデザイン」が “特定の誰か”ではなく 
“クラスの子ども全員”に対して環境を調整するという考え方であるのに対し、
個別のニーズや要請に応じた調整や支援のことを「合理的配慮」といいます。
ユニバーサルデザインで全ての子どもたちへの配慮を行いながら、
一人一人の状況に応じて適切に「合理的配慮」を講じていく必要があります。

▶ 「合理的配慮」って、どういうこと？

▶ 具体的な配慮例 ❶  表出方法に困難がある場合

困難さの状況

道徳を
学ぶうえでの困難さ

具体的な配慮・支援

表情イラストと語彙を
組み合わせたカードの活用：

対話を通じた思考の
整理・可視化：

白紙のカードも準
備しておき、選択肢
にない気持ちを書
き加えて提示できる
ようにします。すごい！ なるほど！ おもしろい
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（写真：イメージマート、PIXTA）

▶ 具体的な配慮例 ❷  集中力の持続に困難がある場合

　手を挙げずに発言したり、他の人が話している
途中で遮って発言したりする衝動性が見られるこ
とがあります。
　また、道徳的な価値観は抽象度が高いため、こ
れまでの体験や具体的な行動と結びつけて考え
ることが難しく、「何について話し合っているのか
わからない」状況になったり、興味・関心や注意を
保ち続けることが難しくなったりすることがあります。

　多動性や衝動性により、「ルールを守る気がな
い」「危険な行為をしている」ように受け止められ
てしまうことがあります。 　教材を短く区切り、「読む」「書く」「話し合う」「動く（例：役割演技）」

といった活動を短時間で切り替えていくことで、内容を見通しながら、
集中して取り組めるようにします。また、子どもが質問できたり、落ち着い
て活動に取り組めたりした時には、小さなことでも見逃さず、短い言葉
ですぐに褒めましょう。「授業にしっかり参加できた。楽しい。」という実
感が、子どもの自信へとつながります。

学習活動の短時間での切り替えやスモールステップ化：

　学級生活や学校行事などの特別活動において、子どもたちが実際
に体験した出来事を事例として取り上げ、その時の写真を見せながら振
り返ります。経験や視覚的な手がかりをもとに、自分ごととして考えたり、
当時の気持ちを思い出して対比したりすることで、実感を伴った深い学
びが生まれます。

身近な例への置きかえや視覚情報の提示：

日常とつなげよう！
合理的配慮と
ユニバーサルデザイン
　合理的配慮やユニバーサル
デザインについて知ることは、
先生だけでなく子どもたちに
とっても大切です。日常生活の
中での行動や意識づけにつな
げられるような活動の例をご紹
介します。

POINT!

　学校内にあるさまざまな表示
を探し、意味を調べたり、活用
場面について考えたりする活動
を行う。

　校外学習で訪れる施設やふ
だんの買い物で「コミュニケー
ション支援ボード」などのツール
を活用して意思を示したり、支
援者として相手の意思をくみな
がら交流したりする体験をする。

活動例 ❶

活動例 ❷ ●ユニバーサルデザインの例：ピクトグラムの表示など

●合理的配慮の例：コミュニケーション支援ボードの活用、文字の拡大など

「コミュニケーション支援ボード」（公益財団法人 明治安田こころの健康財団）

道路標識（横断歩道） 駅構内の案内表示避難口誘導灯

困難さの状況

道徳を
学ぶうえでの困難さ

具体的な配慮・支援

コミュニケーション支援ボード�

ト
イ
レ

の
み
た
い

は
い

ほ
し
い

わ
か
ら
な
い

い
た
い

た
べ
た
い

い
い
え

や
め
て

で
ん
わ

し
て
く
だ
さ
い

Communication support board

What I want to communicate

Restroom

I am thirsty

Yes

I want it

I don't understand

Pain

I am hungry

No

Please stop

Please call

お　店

レジ どこに？ 案内所
あんないじょ

レストラン

メニュー お水
みず

をください いくら？

駅

きっぷ のりば 出口
で ぐ ち

役　所

うけつけ ふくしか

お み

え き

くや し ょ

せ

Shop

Restaurant

Station

Government office

A cash register Where ? Information desk

Menu Can I have water ? How much ?

Ticket Platform

Reception desk Welfare department

Exit
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配慮や支援を必要とする子どもを含めた全員が
楽しく学ぶためには、「心理的安全性（＝集団の居心地のよさ） 」 と

「安心して自分の考えを深められる環境（＝個人の学びに配慮された環境） 」を整えることが重要です。
抽象的な道徳的価値を扱う道徳科では特に、一人一人の特性や発達段階を適切に把握したうえで、
適切に教材を選択・活用し、多様な表現方法で提示・発問するといった工夫が求められます。
これらの工夫は、子どもたちの主体的な学びを促し、道徳科の授業が
「自分と社会のつながりを考える楽しい時間」へと変わる大きな一歩となるでしょう。
先生の発想の転換と柔軟な実践が、子どもたちとともに授業をつくり、楽しく学びを深める鍵となります。

3 明日から使える！
授業づくりのアイデア集

　日頃から子どもどうしで声をかけやすく、話し
やすい雰囲気を整えておくことで、心理的安全
性が生まれ、教室は安心感と楽しさの中で自分
の考えを表現できる場となります。「自分の気持ち
や考えを話してもいいんだ」と感じられることで、
授業内での発言が増え、さらに他者の思いや考
えを受け入れる姿勢につながっていきます。
　うなずきなどの相づちや、「わかった！」「いい
ね！」などの共感の言葉を送り合いましょう。
　さらに、先生自身が考えや気持ちを伝えたり、
よさを認め励ましたりすることで、より共感的な場
へと発展していきます。

▶ 楽しくて安心な環境づくり

　学級の中には、文字から情報を得るのが得
意な子もいれば、映像や図などの視覚情報の
処理が得意な子や、音から感情などを読み取る
のが得意な子もいます。感覚に訴える教材提示
やツールの活用を意識することで、さまざまな認
知特性をもつ子どもたちの教材理解や思考を助
けることができます。
　ここでは、情報を視覚的にわかりやすく伝え、
子どもの思考を刺激する工夫をご紹介します。

▶ 感覚に訴える教材提示の工夫

「語り合いたくなる」
道徳へ！

グランドルールの例：

　心理的安全性が確保されると、子どもたち
はたてまえではなく本音で語り合えるようにな
り、学びを「自分ごと」として深めていくことに
つながります。まずは、学級でグランドルール
を決めてみましょう。

　相手の話を最後まで聞く、否定しない、相
づちやうなずきをする、聞いているだけでもだ
いじょうぶ、無理に発言しなくてもよい、など。

POINT!

　文章の傍らに表情マーク（にこにこ、しくしくな
ど）を付箋やシール、直接の書き込みなどで示し
ます。視覚的にポイントを示すことで、登場人物
の言動や心情を考えるきっかけになります。
　同じ表情マークを使用したワークシートを活
用すると、自分の考えや気持ちを整理しやすくな
ります。

工夫1 心情を「見える化」する
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　イラスト入りの「問いカード」を作成し、やさしい言葉の選択肢から選
べるようにすると、子どもが考える際の助けになります。
　選んだほうに○をつけたり、挙手したりして意見を表現できるようにす
ることで、発言するのが苦手な子どもも含めた全員が授業に参加できま
す。さらに、同じ意見や異なる意見の人の数が可視化されるため、「他
の人の考えを聞いてみたい」という意欲にもつながります。

　自分の気持ちや考えを言葉にするのが難しい子のために、先生がそ
の思いをくみ取り、代わりにわかりやすい言葉にすること（言語化）で、
自己理解や他者との共有を助けます。また、抽象的な道徳的価値を、身
近な言葉や具体的な事柄、視覚的な情報に置きかえて伝えることも大
切です。〈代弁的・翻訳的（補助自我）支援〉

　「なるほど、素敵な気持ちだね」「わかるよ。そう思ったり、感じたりし
たことを教えてくれるかな？」など、温かい相づちを含めた問い返しをす
ることが、子どもたちの意見を引き出す極意です。「受け入れてもらえた」
という安心感から、子どもは自分の気持ちや考えを述べやすくなります。
　また、先生が聞いた意見を他の子どもへ広げていくことで、「同じ考
えだね」「もっと別の意見もあるよ」といった子どもどうしでの対話が生ま
れ、学びの深まりにもつながります。

「問いカード」の例

参考文献：日置健児朗ほか.「知的障害特別支援学校 中学部での道徳的価値を育
む授業づくり：『特別の教科 道徳』における授業内容設定の考え方と代弁的・翻訳的
な（補助自我）支援の在り方」『熊本大学教育実践研究』第38号,2021,p.123-128.

参考：田代めぐみ「ファシリテーションの天才」

▶ 気持ちを引き出す「発問と声かけ」

工夫2 情報を「焦点化」＆「補足」する

先生が気持ちを「翻訳」する支援

「問いカード」の提示

ファシリテートの工夫

一人で取り組むことが多い
たつやさん。あなたなら
どうしますか。

① 声をかける

② そのままにする

　考えてほしい場面を抽出し、教材内のイラストを部分的に提示しましょう。教材内のイラストだけでは
捉えにくかったり、意味の理解が難しかったりする場合には、補足としてわかりやすい画像やイラストを
提示します。先生がわかりやすい言葉で簡潔に補足説明すると、より理解が深まります。

『裏庭でのできごと』の板書例（文部省編／『道徳教育推進指導資料１ 中学校 主として自分自身に関すること』） ©鈴木びんこ

　登場人物が複
数いる場合には、
それぞれの顔を
大きく印刷して貼
り出し、名前や関
係性を整理して
から範読すると、
内容を理解しや
すくなります。

　鳥の巣と、割れた
窓ガラスが描かれ
ている部分をトリミ
ングして拡大印刷し
たものを提示するこ
とで、登場人物の雄
一が窓ガラスを割っ
てしまった状況を整
理しやすくなります。
サッカーボールや猫
のイラストを用意し
て実際に動かし、再
現してみるのもよい
でしょう。
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全員参加で考え、話し合うために

心理的安全性
の確保フリートーク

環境の設定アイスブレイク

焦点化・
視覚化学習内容の確認

日常生活との
関連づけ教材の提示

考えの
整理・共有化発表・意見の交流

内省・適用化振り返り

▶ ツール活用で「話しやすさ」アップ♪

▶ 授業デザインのポイントをおさえよう！
授業前の３分間で行い、
授業で発言しやすい空気をつくる。

本時の内容につながる
体験的な動きがあるものを行い、
学びに向かう環境を整える。

めあてや授業の流れを視覚的に示し、
これから考えることや行うことの
見通しをもたせる。

画像などで視覚的にサポートしながら、
子どもの体験や経験を想起させる。

個人ワークやペアワーク、
全体での発表をとおして、
気持ちや考えを共有させる。

授業で学んだことを整理する。
自己を見つめ、学びを生活の中で
どのように生かせるか考えさせる。

　気持ちを１％単位の数値や色で「見える化」できます。他の
人の考えがひとめでわかるだけでなく、比べ合うことをとおし
て多様性に気づくきっかけにもなります。子どもの実態や授業
のねらいに応じたモード（ハート、天秤、グラフ、比較）を選ん
で使えることが魅力です。

道徳科の授業で、全ての子どもが心を開き、真剣にテーマと向き合うためには、
「どのように考えるか」だけでなく、「どのように表現するか」という選択肢を広げることが大切です。
インクルーシブな学びの場をデザインする際に、多様な表現方法を取り入れることは、
子ども一人一人の「参加したい」という気持ちを引き出す鍵となります。

4

　「いいね」「もう少し聞きたい！」などの気持ちを書いたカード
を作成して全員に配布し、発表時に自分の気持ちに近いもの
をあげてもらいます。発言が難しい子どもが参加しやすくなり、
互いに気持ちを見合うことで、共感的な対話を生み出します。

心の数直線（©熊本市教育センター） 気持ちカード

対話が深まる
アイスブレイクの
秘けつ
　アイスブレイクは、「何を言っても
否定されない」という安心感のある
空気をつくる心のウォーミングアップ
です。例えば持久走を題材とした教
材なら、いくつかのトークテーマ（例：

「歩くのは速い？」「同じことを続け
ることは得意？」など）を用意してお
き、ルーレットのアプリやくじ引きで
当たったテーマについて子どもに話
してもらいます。
　先生もテーマに沿った自分のエ
ピソードを話すことで、子どもとの心

の距離が縮まります。
「いいね」「わかる」
などの言葉や態度
で共感を伝え合う
ことも大切です。

いいね 同じだ！
おな もう少し

聞きたい！

すこ

き

POINT!

授業前
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ICT活用で広がる
道徳科授業の可能性

生成AIを
教材作成に活用した
授業実践レポート

▶ 実践の背景とねらい

▶ 作成した教材：おやつを隠したうさぎの話

正直ってどんなこと？ A 正直、誠実●主題…… ●内容項目……

▶ 授業準備でのICT活用ポイント

　私が勤務していた知的障害特別支援学校の小学部には、
知的障がいやダウン症、自閉症、ADHDなど、多様な実態や
発達段階の子どもが在籍していました。道徳の授業では、長
文の読解や、複数の要素（登場人物やもの）を含む複雑な教
材・場面絵からの内容理解に課題がありました。

あらすじ：うさぎのぴょん太は、おかあさんうさぎからもらったニンジンをベッドの下に隠
してしまいます。最初はうまく隠せたことに満足しますが、すぐにおかあさんうさぎに嘘を
ついたことへのうしろめたさを感じ、眠れなくなりました。翌朝、ぴょん太は勇気を出して、
ニンジンを隠したことを伝えます。おかあさんうさぎはぴょん太を優しく抱きしめ、正直
でいることの大切さを教えます。

❶授業で深めたい内容項目やテーマを決め、学習指導要領
の内容を確認しながら生成AIにプロンプト（命令文）を入力し、
物語や場面絵を生成します。
❷生成した内容を、子どもの特性や発達段階を踏まえて検討
します。先生自身の手で修正や補完を繰り返しながら内容を
吟味・精選し、完成させます。

生成AIをはじめとするICTを活用することで、道徳科の授業には大きな可能性が広がります。
これらは「より深い」「よりその子に合った」学びの実現を可能にします。
子どもが従来の枠を超えた多様な視点や考え方を探求し、自ら考える力を育むための助けとなるでしょう。
それにより、授業が「自分ごととして深く考え」「他者や社会との関わりの中で生き方を学ぶ」場へと進化します。

　そこで本実践では、生成AIを用いた「発達段階やわかりや
すさを考慮した教材文」や「着目させたい要素に焦点化した
場面絵」の作成と、ICT機器による視覚的な思考整理の補助
に取り組み、全ての子どもが無理なく学びを深められる授業を
目ざしました。

5

❶作成した物語や場面絵をテキストカードに貼り付けます。絵
本をイメージして、文章の長さやイラストの配置などを調整しま
す。必要に応じて、漢字に読み仮名をつけます。
❷録音機能を使い、テキストカードごとに、ゆっくり抑揚をつけ
て読み上げた音声を吹き込みます。

生成AI ロイロノート・スクール（授業支援クラウド）

おさえておきたい
プロンプトの極意

※これらの場面絵は、編集部が生成AIで作成したものです。

　「氏名」や「固有名詞」は他の表現
に書きかえましょう。（例：氏名⇒「Aさ
ん」「生徒B」、固有名詞⇒「ある地方
都市の中学校」「近隣の施設」）

※個人情報や機密情報、著作物、知的財産権に関す
る情報は入力しないように十分注意して利用しましょう。
※情報セキュリティ確保のため、入力データをAIに学
習させない設定にして利用しましょう。

　学級の実態に合った教材を作成す
るには、生成AIに教材を読む「対象」、
教材文や構造の「制約(ルール)」を具
体的かつ端的に入力することがポイン
トです。（例：対象⇒「中学○年生」「小
学校低学年」 制約⇒「正直に素直に
伝えることを理解する物語」「難しい言
葉や比喩は使わない。」）

POINT!
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　日頃は集中が続かない子どもも、場
面を焦点化したイラストや、できるだけ
短い文で作成した教材を活用したこと
で、物語に没頭し、内容を深く理解す
る姿が見られました。また、子どもとやり
とりしながら登場人物の言動をわかり
やすく解説したことで、自分の生活の姿
と重ねて考えることができました。
　子どもの実態に応じて、ICT機器や
アプリ等を補助的に活用することで、
内容理解や思考整理の助けとなり、よ
り個別最適な学びへとつながりました。

▶ 授業でのICT活用ポイント

▶ 授業を振り返って

「こっそり かくしておこうかな」 そうおもった
ぴょん太は、ベッドのしたに ニンジンをかくしました。

ぴょん太は うそをつくよりも、しょうじきにはなすのが
きもちがよいことに きづいたのでした。

　テキストカードのイラスト
を見たり、物語中の会話の
内容を先生とやりとりしたり
しながら、登場人物の気持
ちや行動を考えます。

●イラスト入りの「問いカード」を作成して電子黒板に提示し、画
面を指さして選択できるようにしたり、先生とやりとりしながら気
持ちや考えを話したりできるようにします。
●ロイロノートのテキストカードに気持ちや考えを書いたり、表情
イラストを貼り付けたりします。共有機能を活用して全員のテキ
ストカードを見られるようにし、意見交換をします。

●学校生活や日常生活の様子をイメージしやすいイラストや、子
どもが実際に取り組んでいる姿の写真を電子黒板に提示するこ
とで、日頃の言動を振り返り、自分を見つめられるように促します。
●友達の意見を電子黒板で共有することで、共感や考えの整理
につながります。また、新たな視点から考えを深めるきっかけにも
なります。（他方で、自分の考えを見られることに抵抗を感じる子
どももいます。そうした場合は、子どもの承諾を得て先生だけが
見るようにするなどのこまやかな配慮も必要です。）
●ロイロノートで提出されたワークシートに先生がコメントや絵
文字を記入して返すことで、すぐに評価を伝えることもできます。
子どもの意見への価値付けとなり、自信につながります。

※これらの場面絵は、編集部が生成AIで
作成したものです。

教材の提示

考えの整理・意見交換・発表

振り返り

うそを つかれたら
どんなきもちに なるかな？

「問いカード」の例

しょうじきに つたえる ことば

「ごめんなさい」 「ぼく・わたしがしました」

提示資料の例

※本実践における教材作成の過程では、情報セキュリティが確保された教育機関向けライセンスの生成AIを使用しています。
なお、掲載されている教材文は、AIの提案を参考にしながら、筆者が教育的ねらいに基づき加筆・修正を行ったものです。
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Ｑ＆Ａ

　具体的な場面や感情を思
い出す活動を取り入れること
で、抽象的なものから自分の
ことへと切り替わっていきます。
学校行事等の写真や役割演
技をとおして、当時の心境を
追体験してもらう方法も有効
です。
　先生や友達との対話も大
切にしましょう。自分の思いを
言葉にし、他者の多様な考
えにふれることで、「自分の生
き方に関わる大切な問い」で
あるという意識が芽生えます。

　生成AIをサポーターとして活用してみましょう。
「特性に応じた道徳科での支援方法」や「補助教
材のアイデア」など、検討したいことやサポートして
ほしいことを具体的に入力して対話を重ねること
で、アドバイスやさまざまな授業展開のアイデアを
得ることができます。AIのヒントに先生自身が見
取った子どもの実態や授業等での様子を掛け合わ
せることで、よりよい支援策が見えてくるはずです。

抽象的な道徳的価値を
「自分ごと」として捉えてもらうには、
どうしたらよいですか？

子どもの実態に合わせた
支援策を考えたいのですが、
一人では支援のアイデアが
すぐに思いつきません。

登場人物の視点に立って
考えることが苦手な子どもに対して、
視点を切り替える助けとなるような
工夫はありますか？
　登場人物の様子や表情、行動をまねるなどの
動作化をしたり、登場人物になりきって演じる役割
演技をしたりすることは、視点を切り替える助けに
なります。また、心理劇の手法を応用し、場面にあ
る物（例：主人公が隠したニンジン）になりきること
で、客観的に見つめる視点が生まれます。

Q Q

　授業全体を明確にし、子どもが見通しをもてる
ようにすることが大切です。予期せぬ状況や曖昧
さは、不安やこだわりを強める原因になります。学
習の流れや目標、活動内容、話し合いのルールや
手順などを、事前に視覚的なカードやアプリ等で
提示しましょう。子どもの実態に合わせて、活動量
や時間などを柔軟に調整することも必要です。

こだわりが強い子どもにも安心して
授業に参加してもらうには、
どのような環境づくりが必要ですか？

Q

言葉や文章で表現するのが
苦手な子どもがいます。
その子の「学び」や「心の動き」を
どのように見取ればよいですか？
　発言や記述以外にも、子どもは必ず何らかのサ
インを出しています。目の動き、体の動きや姿勢、
表情やため息など、さまざまな表出を「言葉」とし
て捉えるようにしましょう。また、先生が「それは○
○ということかな？」と代弁したり翻訳したりするこ
とは、子どもの思考を整理するための支援である
と同時に、大切な見取りの機会となります。

Q

Q
子どもの

「特性」を
伝えるコツ

　生成AIにその子の特性や実態を具体的かつ端的に
伝えることで、より具体的なアドバイスを受けることがで
きます。次の❶〜❺のように、子どもの実態把握で得た

基本的な情報や目標を簡潔にまとめておくと便利です。

※個人情報や機密情報、著作物、知的財産権に関する情報は
入力しないように十分注意して利用しましょう。

POINT!

❶学年：中学１年生

❷発達段階・特性：気が散りやすく、周囲の刺激に反応してしまう。

❸得意なこと・苦手なこと：（得意）単純な繰り返し作業、（苦手）複雑な工程の理解。

❹人との関わりの様子：友達が大好きで、授業中もつい話しかけてしまう。

❺コミュニケーションの状況や手段など：抽象的な言葉の理解が難しい。
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支援や配慮について悩んだときには、
次のような方法も有効です。
一人で抱え込まずに相談しましょう！

チームで子どもを支えるという意識を！

先生も子どもと一緒に、これまでの歩みや道徳の学びを振り返りながら、
ともに授業を創っていくという気持ちで臨んでみてはいかがでしょうか。
子ども一人一人が「安心して参加できる」「居場所がある」と感じられる、

温かい空間や雰囲気づくりを大切にしていきましょう。
先生がたが、子ども一人一人を認め、褒め、励まし、ともに伸ばし合うことが、

全ての子どもの可能性を広げます。

　先生どうしでも互いに語り合い、認め合い、共感し合える環境づくりが大切です。
ピア・サポート（同じ立場で、同じ課題に向き合っている仲間としての支え合い）の

視点で関係を築き、チーム力を高めていきましょう！


